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再
び
地
域
で
安
定
し
た
暮

ら
し
を
続
け
て
い
く
た
め

に
は
、
行
政
の
支
援
だ
け

で
は
な
く
保
護
司
や
更
生

保
護
女
性
会
等
の
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、

保
護
司
は
全
国
的
に
な
り

手
不
足
や
高
齢
化
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
本
市
で

は
定
数
87
人
に
満
た
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
保
護
司
会
や
神

戸
保
護
観
察
所
と
連
携
し

な
が
ら
保
護
司
の
確
保
に

加
え
て
保
護
司
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
育
成

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

 　
人
を
支
え
る
の
は
人
で

あ
り
、
ま
ち
の
安
全
安
心

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

法
務
省
と
も
相
談
し
、
保

護
司
で
は
な
い
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
材
を
条
例
に
基

づ
き
確
保
で
き
る
仕
組
み

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問�　
２
０
２
１
年
に
第
41
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
が
本
市
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ

る
。
子
ど
も
た
ち

が
海
や
魚
に
親
し

み
を
感
じ
ら
れ
る

大
会
に
な
る
の
か
。

答�　
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
は
、

水
産
資
源
の
保
護

や
漁
業
振
興
、
環

境
保
全
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図

問�　
農
業
経
営
の
継
続
策
や

農
業
従
事
者
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
市
は
こ
れ
ま
で
農
業
振

興
の
た
め
、
国
と
連
携
し

た
経
営
所
得
安
定
対
策
や

米
の
大
型
共
同
利
用
機
械・

施
設
の
導
入
支
援
、
都
市

近
郊
型
農
業
の
特
性
を
生

か
す
た
め
の
野
菜
の
生
産

振
興
を
行
っ
て
き
た
。
さ

ら
に
、
農
業
基
盤
整
備
と

し
て
、
た
め
池
の
改
修
や

農
道
、
水
路
等
の
維
持
補

修
な
ど
も
推
進
し
て
き
た
。

　

 　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

農
作
物
の
安
定
供
給
や
持

続
的
な
農
業
経
営
に
寄
与

し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
農
作
物
の
全
国

的
な
価
格
低
迷
に
よ

る
収
益
減
少
や
資
材

高
騰
に
よ
る
経
営
状

況
の
悪
化
な
ど
か
ら

農
業
従
事
者
が
減
少

し
、
担
い
手
不
足
に

よ
る
従
事
者
の
高
齢

化
を
招
い
て
い
る
。

市
は
認
定
農
業
者
の

育
成
や
集
落
営
農
組

織
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
、

農
地
の
集
積
や
集
約
に
よ

り
経
営
の
効
率
化
を
進
め
、

担
い
手
の
確
保
と
と
も
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
持
続
的
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
全

国
の
都
道
府
県
で
巡
回
開

催
し
て
い
る
。
詳
細
は
県

実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ

る
が
、
式
典
行
事
は
市
民

会
館
で
、
海
上
歓
迎
・
放

流
行
事
は
明
石
港
ベ
ラ
ン

ダ
護
岸
で
行
う
予
定
だ
。

大
会
で
は
、
豊
か
な
海
づ

く
り
の
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
団
体
や
個
人
の
表
彰
、

大
会
決
議
の
ほ
か
、
稚
魚

の
放
流
や
漁
船
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

 　
大
会
の
円
滑
な
運
営
は

も
と
よ
り
、
若
い
世
代
や

子
ど
も
た
ち
が
大
会
に
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る

さ
と
意
識
や
地
域
へ
の
愛

着
を
育
む
契
機
と
な
る
よ

問�　
更
生
支
援
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
更
生
支
援
の
担
い

手
づ
く
り
も
必
要
と
考
え

る
が
、市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
更
生
支
援
の
対
象
者
が

う
に
漁
業
関
係
者
等
と
連

携
し
、
子
ど
も
た
ち
が
海

や
魚
に
親
し
み
を
感
じ
ら

れ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お

よ
び
同
補
充
員
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

委
員
は
森も
り
田た

尚ひ
さ

敏と
し

氏（
83
歳・

大
久
保
町
江
井
島
）、船ふ
な

津つ

憲け
ん

二じ

氏（
78
歳
・
西
明
石
町

２
丁
目
）、冨と
み

田た

賢け
ん

治じ

氏（
72

歳・鷹
匠
町
）、村む
ら

松ま
つ

克か
つ

行ゆ
き

氏

（
70
歳
・
藤
江
）
の
４
名
で

す
。

　
ま
た
、
同
補
充
員
は
、
中な
か

西に
し
清き
よ
し

氏
（
69
歳
・
西
新
町
１

丁
目
）
、
深み

山や
ま
昌ま
さ
明あ
き
氏
（
67

歳
・
松
が
丘
１
丁
目
）、絹き
ぬ

川が
わ

和か
ず
之ゆ
き
氏
（
67
歳
・
二
見
町
東

二
見
）
、
尾お

仲な
か
利と
し
治は
る
氏
（
72

歳
・
大
久
保
町
江
井
島
）
の

４
名
で
す
。
な
お
、
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
と
同
補
充
員

の
任
期
は
４
年
で
す
。

　
識
見
を
有
す
る
者
の
中
か

ら
選
任
す
る
監
査
委
員
の
う

ち
、
星ほ
し
川か
わ
啓ひ
ろ
明あ
き
氏
の
退
職
に

伴
い
、
後
任
と
し
て
藤ふ
じ
田た

隆た
か

大ひ
ろ
氏
（
43
歳
・
大
久
保
町
ゆ

り
の
き
通
２
丁
目
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
平
成
13
年
に
公

認
会
計
士
登
録
、
17
年
に
は

税
理
士
登
録
さ
れ
、
現
在
は

税
理
士
・
公
認
会
計
士
藤
田

隆
大
事
務
所
所
長
、
兵
庫
六

甲
農
業
協
同
組
合
監
事
、
株

式
会
社
Ｏ
Ｍ
こ
う
べ
監
査
役
、

株
式
会
社
光
ア
ル
フ
ァ
ク
ス

監
査
役
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
監
査
委
員
の
任
期

は
４
年
で
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
柏
か
し
わ
木ぎ

輝き

恵え

氏

（
36
歳
・
松
の
内
２
丁
目
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
初
め
て
の
教
育
委
員

会
委
員
で
す
。
本
市
の
教
育

委
員
は
４
人
で
任
期
は
４
年

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

�

任
命
に
同
意

　
農
業
振
興
の
取
り
組
み

経
営
の
効
率
化
に
よ
り
担
い
手
確
保

�

持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

選
挙
管
理
委
員
会

�

委
員
を
選
出

監
査
委
員

�

選
任
に
同
意

全国豊かな海づくり大会

　子どもたちが海や魚に

� 親しみ感じる内容に　

更生支援の取り組み
　　地域全体で支える

� 人材育成の強化が必要　

いつまでも豊かで美しい海を

安定した農作物の供給を

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　

次
期
長
期
総
合
計
画
と
な
る
（
仮

称
）
あ
か
し
Ｓ
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
計
画
の
策

定
は
非
常
に
大
き
な
事
業
で
す
。
こ
の

先
50
年
、
１
０
０
年
と
持
続
可
能
な
明

石
を
見
据
え
た
計
画
に
な
り
ま
す
。
骨

子
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
、
来
年
策

定
予
定
の
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
（
仮
称
）
あ
か
し
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
条
例
の
内
容
を
反
映
し
、
市
民

一
人
一
人
に
分
か
り
や
す
く
、
寄
り
添

え
る
計
画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
委
員
長
か
ら
一
言

　
皆
さ
ん
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ご
存
じ
で
す

か
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
し
て
、

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で
の
世
界
共
通

の
目
標
で
す
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

を
達
成
し
、
私
た
ち
の
住
む
明
石
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
持
続
し
続
け
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

林
はやし

　健
け ん

�太
た

【担当分野】
市政の総合企画、広報、
財政、市税などの総務・
財務部門や防災、消防
などの市民の安全に関
わる分野を審査します。

【議会歴】
在職２期。監査委員、総務
常任委員長、建設企業常
任副委員長などを歴任。
37歳。

未来を見据えた長期総合計画を

総
務�

常
任
委
員
長
に
聞
く

全ての市民が安心して暮らせるまちへ

文
教
厚
生�

常
任
委
員
長
に
聞
く

―
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項

　
明
石
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
児
童
虐
待
の

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
よ
り
、
子
ど

も
の
命
を
守
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
迅
速
で
適

切
な
支
援
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
国
か
ら
２
０
１
７
年

12
月
に「
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」、

今
年
８
月
に
「
先
導
的
共
生
社
会
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
」
の
認
定
を
受
け
、
新
た
に

（
仮
称
）
あ
か
し
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
条

例
の
制
定
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
委
員
長
か
ら
一
言

　
全
て
の
市
民
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る

委
員
会
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

国
く に

�出
で

　拓
ひ ろ

�志
し

【担当分野】
教育、福祉、介護保険、
子育て支援や子どもの
健全育成、保健衛生な
どの市民の暮らしを支
える分野を審査します。

【議会歴】
在職４期。監査委員、建
設企業常任委員長、生活
文化常任副委員長などを
歴任。62歳。


